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滋賀県下の特殊コレクショツ

石　川　正　知

　滋賀県め公共図書館は数の上でも，親模

から言っても，全国最下位にランクされて’

・・繊況で・県下の籍群の多くは髄

し，他府県に流出している。その一部は滋

賀大学経済学部。史料館に収集されてい
る。幽 ｧ立図書館も第二次大戦の終戦直前の

創立で，旧大津図書館の蔵書と数人の蔵書

家のコレtションを中心に業足したが，戦

後の薫ずまいのまま，独立館を持つことな

く今日に室っているために，県下のコレク

ションを受入れる余裕もないまま過してき

ている。公立図書館としては県立図書館の

ほかに，彦根市立図書館がある。町史編さ

んのために集められた資料を中心に大正5

年に開設されたが，戦前は県下で第一の図

1書館としゼ貴重なコレクションを持ってい

る。

　その他，県下には叡山文庫を筆頭に文庫

と名のつく集書が多くあるが，特殊コレク

ションといえるかどうか不明のものも含め

て，私自身が見聞したコレクションを紹介

することにする。

　1藩政関係三三
　．近畿全体にいえることだが・・県内に在回

した各藩主は彦根藩を除いて，版籍：奉還と

ともに滋賀県をはなれてしまったこともあ

1って，ほとるど地元には藩政資料は残され

ていない。・

　彦根藩と井伊家の資料は現在も彦根市長

である井伊家にあって整理保管され，さま

ざまな形で紹介さ湛ている。ま、た，彦根町

史編さんのために，北村寿四郎が収集した

井伊家と彦根藩関係の資料が，その原稿と

ともに彦根市立図書館に引き継がれてい

る。北村寿四郎文庫とでも名付けられるζ

のコレクションは同額刊行の郷土資料目録，

第1集に取録’してある・彦根藩校「弘道

館」の蔵書は，県立彦根東高校図書館と滋

賀大学教育学部図書館にある。F ﾀ政年間に「

作成された『弘道館書籍目録』が県立図書

館にあるが，それぞれの分散と残存状況は

まだ調べたことがない。東高校のものは展

示会目録灘賀大学のものは蔵書目録古書

之部に収録されている。

　膳所藩資料は，関東大震災の時にその大

部分を本多家のも≧で焼失したとい5一が，’

一部は県に引き継がれている。その主なも’

ρは膳所藩政日記，銀閣目盛，諸事留帳な

どで慶安4年のものからあり，町絵図，村絵

図や争論図など絵図類のほとんどが，県指

定文化財として，保管されている。それぞ

れ，保存三三目録（6＞と近江国各回町村絵図

目録書に収録されている。絵図は膳所三冠’

外の旧藩から引き継がれたものもあるが，

城絵図などは膳所藩以外のものほない。

　昭和45年に膳所本多神社境内たウ本多家

の一族によって膳所藩資料館ができ，旧藩
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士などからめ寄贈・寄託もあり，昨年にな

って，女書，記録類の保存のために第二資

料館がつくられた。これらの資料は一応の

i整理は出来ているが目録をつくるまでには

，なうていない。適所藩校恩義堂の蔵書は県

：立膳所高校と県庁に分散して所蔵されてい

るが，目録はないようである。

　その他の小藩の資料は，水口藩校皇恩堂

の蔵書が町立水口函書館に，西大路藩資料

カミ目野町西大路公民館に，大溝噛めものが

分域家家宝保存会（高島町）にそれぞれ，

その一部が残されている。

　2庶民資料など
　県下の社寺や部落，個人の家などには，．

まだ多く・ゐ史料群が残されている。これら

はそのままの形では特殊コレクシ・ンとは

いえないのだろうが，一応利用できる形で

整理され目録も作られてし・るものは挙げて『

おこう。

　滋賀大学経済学部史料館には近江商人の

家交書，宿場文書を中心に社寺文書，部落

共有文書な：ど，約105件10万点ばかりが，

保管されている。これらは整理されたもの

から，順次その紀要に掲載されている。

　滋賀県市町村沿革編さんの折に県下から

採集した写真およびフィルム，380件の丈

書が県立図書館に所蔵されている。文書名’

のみで内容記載はないが，’『滋賀県市町村

沿革史編さん資料目録』に掲載されてい

・る。なお，同じ時に採集された古文書と明

治瞬略記榊役場焙や・三瀬の集
計表，採録原稿菊同誌に保管され，全部で

硯点をこ．える貴重な・ンクシ・ンになつ

．’

ﾄいる。　　　　、　　　　t・1

　また，、県庁には県史編さんの折に採集影

写さ締もめが・細細15喘にま・妨

池保存されている。この内容はド転記保存

簿冊（6）めほか，『滋賀県市町村沿革史』第

1巻にその目録が掲載されている。

　彦根市立図書館には，町史編さんの折に

収集されたものも含めて，さ’きに書いた北

村寿四郎文書（文庫とは同齢ではい6てい

ない）のほか，それぞれ特色をもつ高橋文

書，三越江文書，村田文書，平石文書，三

世文書，安居文書などがある。筆写原稿も

あり’，また文書分けも明確ではないが，特

殊コレクシ・ンといえる。ほかに」伝馬町

文書や犬上郡私立教育会の収集した資料群

があり，それぞれr郷土資料目録』第1～

5集までに収録されている。

　，そのほか，整理され目録が出されている

ものに，深川共有文書，寺庄共有文書，三

木共有文書があり，甲賀那甲南町の服部源

一郎という篤志家によって．t目録が印刷刊

行されている。この共有文書の保存状態は

よく，なかには，明治・、大正・昭和を経て

最近までの資料までも残されている。目録

も資料群として出来ていないが，県立図書

館には堅田北村又三郎文書，大津鍋屋町文

書が所蔵されていることをつけ加えてお

く。

　3．個人収集資料

　個人の集書はそのままの形では，特殊コ

レクションとして，．ここにとりあげるわけ

にはいかない。当然，個人の集書が何かレ

らの形で引き継がれ，利用できる状況にあ

るものをわかっている限り書きあげてみた

い。

　叡山文庫は全体が天台宗関係を特殊コレ

4ションといえるが，その中にば「天海

蔵」といわれる東京上野寛永寺の開基であ

る僧天海の約5千冊の蔵書が収められてい

る。これは宗教関係にもとより，’中国の來

学書から芸術関係など近世初期の知識人の
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蔵書として幅広い内容をもっている6．さら’

に慈眼や普潤和尚などの多くの高僧の蔵書

が各坊から集められ同文庫は約30の集書群

で10万冊をこえる大コレクションを形成し

ている。

　県立図書館には郷土史家今井清右衛門の

収集した滋賀県関係資料「湧出文庫」があ

る。冊子約380点，文書絵図類80点で，，そ

の主なものは同工発行のr郷土資料目録』

第1集，第2集に収録されている。そのほ

・か旧館創立当時の寄贈書や県医師会長をし

ていた西田太一郎所蔵の数千冊のコレクシ

ョyなどあるが，独自のゴレクションとし

て整理されていないために紹介できない6

　伊香郡余呉村出身の東京で弁護士をして

いた杉野文弥が明治35年に郷里に杉野文庫

を設け，これが同39年設立された財団法人

江北図書館として発展したが，杉野の蔵書

ものちに寄贈され杉野文庫として現在も同

輩にある。

　高島郡青柳にある藤樹書院に藤樹文庫が

ある。中江藤樹の遺書と同学派の書籍を収

集して明治38年より公開されていたが，戦

後は公開の文庫としてでなく，収蔵コレク

ションとしてその一部が展示されている。’

湖西地方には，浅見綱斉の綱平書院，熊沢

三山の惣山文庫などがあるが，そのコンク

ションは今は名残りをとどめるだけであ

る。

　県史，丁半，町史などの編さんに従事し

た郷土史家の集書がさまざまな形で残され

ている。初期の県史編さんに力をつくし，

栗太郡志などを編さんした北川舜治（静里）

の蔵書が静里文庫（草津市）に，蒲生，、坂田

郡三編さんの中心になった中川泉三の章斉

文庫（山東町）のほか・郷土史家小梶甚三郎，

の如水文庫（八日市市），中神利人の天弓

文庫が，膳所藩第二資料館に，茸た里内勝

次郎の里内文庫’（栗東町）などがある。’ 里ll

内文庫は戦後散逸も多く1現在は新聞雑詰1

の切抜と若干の軸物と原稿などを残すρみ：

であるが，その一部門滋賀大学史料館に栗．

太郡文書，高島郡文書として収蔵されてい・

る。こうした中でとくに貴重なコレクシヲ

シとしては，八幡町史の編さんと新聞『太

湖』に関係した真崎文庫がある。『太湖』

は大正末期から昭和15年までに近江八幡で

発行された異色の新聞で，町断編さんと結

びつき，また，近江商人の養成校である八

幡商業高校の同窓会一近江尚商会の機関紙

もかねたものであった。この編集者近松文

三郎の集書と日記，町史編さん資料が，そ

の発行者である真崎重右衛門を通じて，い

まは滋賀大学史料館に所蔵されている。こ、

の文庫には八幡商人西川吉養家，西川伝右

衛門家，谷口家，市田家なぜの文書約4千

点も含まれ，維新の志士と深いかかわりの

ある西川早朝や北海道の開拓に関係した西

『川伝右衛門家など八幡商人資料の宝庫でも

、ある。

　彦根市立図書館には現市長井伊直愛の父

直忠の蔵書，仏教，・易学，能楽，本草，暦

学関係の資料を中心に約2万冊が帰馬文庫

として，糞た，門野寅吉の維新関係の集書

1，387冊が開国記念文庫と．して保存されて

いる。

　そのほか，民俗関係のコレクシ9ンとし

て能登川町に三正文庫，新旭町に五十橿：文

庫の名で個人が所蔵しているが，調査がで

てきていないので，その由来などは知らな

い。・

　4その他

　戦前，県の郷土史料を中心に約2万冊の

蔵書をもっていた下郷共済会文庫は戦後そ

の蔵書めほとんどが売られ，現在は長浜町
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誌とその編さん原稿など一部が残されてい

ると聞いている。また，朽木藩蔵書が今津

町立西小学校の乱川分校に，マキノ町北小

学校に在原文庫という名のコレクションが

あることを聞いているが，いつれも伝聞で

1現状を正確に伝えることができない。この幽

機会に調査をしたいと思っている。

　　　　　（いしかわ・まさとも

　　　　　　　　　　滋賀県立図書館）

」mlml田1曲Ilil舳1㌃　　，　　　　　「「　』一1　　展示場所　同　上　　　、　　　　、

、彙、　「報　　　　・』．　「．　　　　．　　展示期間　昭和48年8月3i日一9月29日

【i川1卿m川lllll川㌧…噛．一・記聞料
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本国憲按（ee一一次案）　昭和9年10

　展示出品関係（昭和48年7月一12月）”月　陸奥家文書，外8点，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アダム・スミス生誕二百五十年記念展覧会

蒸留時代に輸入された漢籍に関する資料展．1・　主催者　慶応義塾大学三田情報センタ

　主催者岩波ホール’　・　　・　　　　一一・経済学部（経済学会）

　展示場所　同上・冒ピー「　　　　　・　1　　展示場所　同センター図書館記念室

　’展示期間　昭和4＄年7月26目　　　　ltt　　展示期間　昭和48年10月23目一26日

　貸出資料．　‘　　　　・　　・　　　　　ttt貸出資料

　　八丈島漂着清聴舶載書籍取調書　．t　・一　・．Anthenaeum．（London）Dec．28，1895

　　商舶載来書目　．　，』．　’一　　　　・　　Nation．　Jan．30，1896

　　舶来書目．　　　，　　　　　’．　．　　近代詩歌展（その・3）明治大正の詩人たち

憲政資料展　tt　　　’　　　　　．　主催者東京都教育委員会
　主催新湯政記念館『　　　　　t・　展示場所東京都近代文学博物館1
　展示場所’同　上　　　T・　　　　　　．、　　　展示期間・昭和48年10月，2日一11月4目’

　展示期間　昭和48年7月31日一i・　8　E　3，1日　、、　「貸出資料

　貸出資料　　　　　’　　　　　1！　　　　　　人間礼拝（与謝野晶子）．

　　，岩倉具視書簡（代筆）　ト明治14年7月”　　　　春月詩集（生田春月）

　　　伊藤家文書　外6点　　　　．』　　　’　　水の流浪’（金子光晴）’

’73秋EEI北方領‡展二歴史・肇源・生活、　t、t、　歩む人（川路柳虹：）

　主催者　北方領土復帰期成同盟・千島　　tt，　蛙（草野心平）

　　歯舞諸島居住者連盟・北方領土問題対　・　’第四の蛙（同）

　　策協会　ノ　　　　　　㌧　　tt　．　’　　・，日本沙漠（同）

　例示場所　協同組合三田セン｝ラルデパ　　　　　落下傘（金子光晴）

　　．一ト　　　　．．　　　．　．　　　　　　、女たちへのエレ’ジー一一（同）．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　展示期間　昭和48年9月6日一9臼　　　　　　、捌三新旧く佐藤春夫）

　貸出資料　　　　’　　　　、　ttr・　　、　　　　まゆみ抄く同）

　　寛政蝦夷乱取調日記　　・　　　・　．　鮮燈と花（深尾須磨子）

憲政資料屋　　　　　，　　　ttt　、　「　層　　在りし日の歌（中原中也）

　主催者憲政記念館　、、．　’＿∴『　　　紙絵と詩智恵子抄（高村光太郎）
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